
小倉の里５０年の歩み

２０１９年８月１４日

小倉の里会



１、小倉の里開発・分譲の歴史
◆１９６９（S４４）年５月に長野県観光開発公社（現長野県観光協会）が、密蔵院（下発地）が所有する

土地を譲り受けて、小倉の里別荘地を開発し、各地区ごとに分譲を開始した。

A地区（～A９４迄）S４４年５月 開発開始 S４５年１０月分譲開始

B地区 S４５年９月開発開始 S４６年８月分譲開始

C地区 S４６年１０月開発開始 S４７年１２月分譲開始

A地区（A９５以降） S４９年７月開発開始 S５０年4月分譲開始

K地区 S５２年４月開発開始 S６０年９月定期借地権から分譲へ

S地区 H２０年５月大畑工務店開発、７月黒沢組開発開始

H２１年１月分譲開始

開発 分譲

A地区 １９６９年（S４４） ５月 １９７０年（S４５）１０月 A1～A９４迄

B地区 １９７０年（S４５） ９月 １９７１年（S４６） ８月

C地区 １９７１年（S４６）１０月 １９７２年（S４７）１２月

A地区（２） １９７４年（S４９） ７月 １９７５年（S５０） ４月 A９５～A１２８迄

K地区 １９７７年（S５２） ４月 １９７８年（S５３） ６月
１９８５年（S６０） ９月

定借分譲
所有権方式へ

S地区 ２００８年（H２０）５月
民間業者２社開発

２００９年（H２１）１月
分譲開始

２００９年４月
小倉の里会加入



昭和４６年（１９７１年）８月２２日午前１１時 信越線軽井沢駅前 集合

分譲時開始時の新聞広告



第１次分譲（A地区） １９７１（S４５）年１０月



第１次（A地区）分譲時の区画

１区画 ６８０㎡～
（約２００坪～）

１区画 ２００万円～
＠４､５００円/㎡
＠1４､８００/坪



第２次分譲（B地区） １９７１（S４６）年８月



第２次（B地区）分譲地図と価格

１区画 ４５０㎡～
（１３５坪～）

１区画 ２２４万円～
＠５、０００円/㎡
＠１６､５００円/坪



第３次分譲（C地区） １９７２（S４７）年１２月



第４次（K地区定借） １９７８（S５３）年９月

１９８５（S６０）年９月定借から所有権へ
２００８（H２０）年４月県道を町道に移管



S地区 ２０１０年（H２２）３月
■小倉の里に隣接する民間開発

の別荘地利用者から「小倉の里会」

に入会したいとの声があり、

小倉の里入り口を使って出入りする

地域を小倉の里とすることとした。

対象：現在のS地区全域及び

A地区の一部、C地区の一部、

K地区の一部

■以降、S地区の業者開発が続き、

現在の形となる。



分譲契約時の念書



分譲時の約束事
■分譲時の念書の概要

・２年以内に別荘建築に努める

・固定的な塀を作らない（生垣を推奨）

等現在の軽井沢自然保護要綱の基礎となる。

■当時の感想

・樹が低く、どこからも浅間山が見えた。

・半袖を着る機会がほとんど無かった。

・タクシーでは、「小倉の里」と云っても分からなかった。

「県分譲」と云うと即座に連れてきてくれた。



小倉の里ネーミングの由来

◆小倉の里の元の大地主であった

「密蔵院」の正式名称が

「小倉山 密蔵院」

◆別荘地を開発・分譲した

長野県開発観光公社が

「小倉の里」とネーミングした。

＊入口地図がある所も密蔵院さんからの借地



２、品川区教育委員会「自然教育センター」
建設問題 １９７８年（S５３年）１２月

至
入
口



品川区教育委員会
「自然教育センター」問題の経過

＜品川区教育委員会 小学生用 林間学校建設計画＞

１９７５年（S５０年）１１月 長野県観光開発公社がA地区奥の地上権取得

１９７７年（S５２年） ５月 同公社が品川区教育委員会に転貸契約締結

１９７８年（S５３年）１２月 地元説明会開催

１９７９年（S５４年） １月 小倉の里代表が長野県および品川区に対し計画中止

を申し入れ交渉開始

１９７９年（S５４年） ３月 品川区教育委員会より計画中止の文書回答あり

＊同公社が分譲時に交わした「念書」が計画中止の決め手となり、早期解決に至った。



３、小倉の里会の歴史

１９７９年（S５４年） ３月 品川区教育委員会「自然教育センター」

計画の中止後「小倉の里会」を結成。

１９９０年（H ２年） 小倉の里会の活動を休止。

２００８年（H２０年） ９月 小倉の里会活動再開準備委員会発足

同年 ９月 小倉の里会の活動を再開。８２会員

２０１９年（R元年） 現在に至る



御清聴ありがとうございました。

◆資料提供、ヒアリングにご協力頂きました方々に

感謝致します。

◆本資料は、当会ホームページにアップ致します。


